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 研究用試薬

抗 マウス Indoleamine-pyrrole 2,3 dioxygenase （IDO） 
ポリクローナル抗体 

 
 
 
容量 150µg（300µL/vial） 
形状 ウサギポリクローナル抗体 0.5mg/mL、凍結品 
バッファー PBS [2%ブロックエース（安定化蛋白）、0.1%proclin 含有] 
保管方法 －20℃以下 

抗体を低濃度にて冷蔵保管されますと、失活する恐れがあります。 
融解後は 4℃で保存し、お早めにご使用下さい。 
また凍結融解を繰り返すことは避けて下さい。 

製造方法 マウス IDO の部分ペプチドを免疫して得られたウサギの抗血清より、ペプチドアフィニテ
ィーカラムにて精製。 

使用濃度  ウエスタンブロッティング：5～10μg/mL 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 rectum 由来細胞の cell lysate 

 （内在 IDO 発現誘導） 

cAMP添加 （内在IDO発現誘導）

生化学教室 

 

 

 
 
 

ウエスタンブロッティング
 
Sample ：  CMT-93 mouse

① 添加物なし 

② インターフェロンγ添加

③ インターフェロンγ＋db
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